
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

Ａｋａｂｏｒｉ Ｍｕｓｅｕｍ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館情報  Ｎｏ．１７３ 

 令和３年（２０２１）６月 今日は資料館へちょっとタチヨリ！ 

お問い合わせ 群馬県伊勢崎市西久保町二丁目 98   電話 0270-63-0030   FAX0270-63-0087 

 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館 

休館日：月曜日（月曜日が祝日は翌日）・年末年始・臨時休館日 開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時 30分） 

 

入館無料 

 
ホームページ 

もチェック！ 

新型コロナウィルス感染症対策にご協力ください。臨時休館となる場合がありますのでホームページでご確認ください。 

 

 

当館で所蔵する資料を活用した「昭和のレトロな世界」を開催します。昨年のコロナ禍により開催できなか

った企画のため、コロナウイルスが猛威を振るっている最中ですが、無事開催できることを願うばかりです。 

 

私たちが日常使用している電気炊飯器が誕生したのは昭和 47（1972）年、

それ以前はご飯を炊くだけの電気炊飯器と、ご飯を保温する電子ジャーに分か

れていました。昭和 46（1971）年に誕生した電子ジャーは、炊きたてのよ

うなご飯がいつでも食べられる画期的なヒット商品で、魔法瓶メーカータイガ

ーの「たきたて」はその代表格です。電子ジャーには当時流行していた花柄デ

ザインが採用され、ヒットによってその後あらゆるキッチン用品に花柄が用い

られていきます。昭和を代表する資料です。 

 

展示資料シリーズ 28  

 ～展示中～ 

 

 

白黒テレビ（昭和30年代後半） 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館収蔵資料展 

本展示では、当館で

所蔵する大量消費時代

の原点ともいえる昭和

30 年代から 40 年代

の高度経済成長期の家

電製品を中心とした

「昭和レトロ」を通じ、

５ＧやＩｏＴ時代を迎

えた私たちのこれまで

のライフスタイルの変

化と原点を振り返りま

す。 

 

６月 18 日（金）～９月５日（日） 

 

 

 

 

電気ポット 
昭和 32年 昭和 30年代 

電気ストーブ 

昭和 40年代末 

保温機能付電気炊飯器 花柄デザインのポット

電気ストーブ 
昭和 40年代前半 

電子ジャー 

タイガー電子ジャー 昭和 40年代後半 

ハイビスカス柄が最もよく売れた 

 


